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研修・学習会などにご利用ください
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い
て
は
「
第

１
回
の
み
で

は
あ
る
が
公

開
さ
れ
て
い

る
。
引
き
続

き
審
議
会
に

検
討
を
お
願

い
し
て
い

く
。
専
門
部

会
の
資
料
は

終
了
後
Ｈ
Ｐ

で
公
開
し
て

い
る
」
な
ど

３
・
13
大
阪
総
行
動
を
中
心
に
各
組
織
で
「
25
国
民

春
闘
勝
利
」に
向
け
て
と
り
く
み
ま
し
た
。各
地
区
協
や

地
域
労
連
で
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
な
か
ま
が
参
加

し
て
10
カ
所
で
の
駅
頭
宣
伝
、
宣
伝
カ
ー
運
行
、
単
組

訪
問
な
ど
、
ま
た
産
別
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
集
会
や
宣

伝
、学
習
会
な
ど
多
彩
な
と
り
く
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　３月８日、原発ゼロの会・おおさかは「なくせ原
発！再稼働はんたい！おおさか集会」を開催。講演
で龍谷大学の大島教授は「リスクにとどまらず被害
そのものである原発をなくさなければならない」と
強調しました。集会終了後には大阪市役所まで元気
よくパレードしました。

な
く
せ
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！
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！

な
く
せ
原
発
！
再
稼
働
は
ん
た
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！
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　大阪労連青年部は３月21日青年部委員会を開催。
これまでの活動をいったん休止して、とりくみごと
に実行員会を開催し、青年が参加しやすい活動を進
めていくことを確認しました。今後もつながりを大
切に、青年の活動を広げていきます。
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０
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会
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　消費税廃止各界連絡会など３団体は、４月１日に
なんば駅前で「消費税を５％に引き下げ、インボイス
は中止に」と宣伝行動を行いました。それぞれの弁
士から「消費税減税こそ、物価高騰から暮らしを守
る有効な手段。景気回復にも繋がる」と訴えました。

物
価
高
対
策
に
は　

物
価
高
対
策
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消
費
税
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効

消
費
税
減
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が
有
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　３月22日、北河内地区協議会は、「労働組合に入
って労働条件を改善しよう」、「危険な夢洲での万博
中止、IR・カジノの建設をストップしよう」と宣伝
行動を実施。シール投票では、約６割の人が万博に
「行かない・わからない」に投票しました。
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カ
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ス
ト
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宣
伝
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博
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カ
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ス
ト
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プ
宣
伝

取
ろ
う
！
」「
万
博
開
催
・

カ
ジ
ノ
建
設
中
止
！
消
費
税

減
税
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

夢
洲
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
で
決

起
集
会
を
開
催
し
、
御
堂
筋

で
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
沿
道
の
人
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

福
保
労
は
、
３
月
13
日
、

約
１
３
０
０
人
が
参
加
し
て

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
「
３
・

13
福
祉
職
員
賃
上
げ
・
増
員

ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
と
り
く

み
、
午
前
中
は
府
庁
前
早
朝

拡
大
宣
伝
行
動
と
大
阪
府
の

福
祉
総
務
課
へ
の
要
請
行

　

大
阪
労
連
は
「
夢
洲
で
の
万
博
開
催
に

反
対
」し
、明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く

る
会
に
結
集
し
て
、
中
止
を
求
め
る
宣
伝

・
対
話
や
要
請
署
名
を
広
げ
、
明
る
い
会

全
体
で
約
12
万
筆
（
う
ち
大
阪
労
連
約
１

万
８
千
筆
）を
国
・
大
阪
府
市
に
提
出
し
て

き
ま
し
た
。

　

何
か
事
故
な
ど
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅

い
の
で
す
。
今
後
も
「
夢
洲
で
の
万
博
開

催
に
反
対
」
し
、
カ
ジ
ノ
建
設
反
対
と
共

に
、
広
く
よ
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

ケ
ッ
ト
購
入
に
伴
う
個
人

情
報
流
出
の
お
そ
れ
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
万
博
よ
り
被
災
地
支
援
を

優
先
す
べ
き
で
、
万
博
に

つ
ぎ
込
む
資
金
や
リ
ソ
ー

ス
を
被
災
地
支
援
に
振
り

向
け
る
こ
と
が
急
務
で

す
。

　

４
月
13
日
開
幕
の
「
大
阪

・
関
西
万
博
」
は
、
現
在
で

も
様
々
な
問
題
が
未
解
決
で

す
。

①
会
場
の
人
工
島
・
夢
洲
の

危
険

　

ご
み
の
最
終
処
分
場
で
有

害
物
質
埋
設
、
メ
タ
ン
ガ
ス

大
量
噴
出
中
、
自
然
災
害
に

弱
く
避
難
経
路
は
２
ル
ー
ト

の
み
、
医
療
提
供
体
制
は
脆

弱
、
期
間
中
の
熱
中
症
や
食

中
毒
の
問
題
、
博
覧
会
協
会

の
防
災
対
策
も
不
十
分
な
ど

な
ど
。「
安
全
が
確
認
で
き

な
い
」
と
「
万
博
遠
足
」
を

と
り
や
め
る
自
治
体
や
学
校

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

②
経
費
と
財
政
負
担
の
増
加

　

建
設
費
は
当
初
の
約
２

倍
、
機
運
醸
成
費
も
積
み
増

し
さ
れ
、「
大
屋
根
リ
ン

グ
」
の
解
体
処
分
費
な
ど
新

た
な
負
担
も
浮
上
。
チ
ケ
ッ

ト
販
売
は
不
振
で
運
営
費
が

赤
字
と
な
れ
ば
、国
民
・
府
民

負
担
と
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

③
万
博
閉
幕
後
に
開
業
の
カ

ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
）
の
問
題

　

「
カ
ジ
ノ
誘
致
そ
の
も
の

が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
」
と

の
報
道
も
あ
る
よ
う
に
、
万

博
関
連
事
業
の
予
算
で
夢
洲

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
カ
ジ
ノ

直
結
の
「
万
博
道
路
」
建
設

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
万
博
会
場
の
準
備
は
カ

ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
と
一
体
で
あ
り

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

④
さ
ら
に

・「
万
博
Ｉ
Ｄ
」
取
得
と
チ

　

交
渉
で
の
労
働
局
か
ら

の
回
答
は
、
連
合
独
占
の

偏
向
任
命
が
つ
づ
く
労
働

者
委
員
の
任
命
根
拠
や
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
「
諸

事
情
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
任
命
し
て
い
る
」、
す

べ
て
の
専
門
部
会
と
配
布

さ
れ
る
資
料
の
公
開
に
つ

　３月21日、大阪労連は最低
賃金審議会の労働者委員立候
補者６人を含む23人が参加し
て「大阪地方最低賃金審議会
の労働者委員（以下「労働者
委員」）の公正任命と最低賃
金審議会の公開性を求める」
労働局交渉を行いました。夢洲での万博、

ホントに大丈夫？
や
っ
ぱ
り
中
止
、

や
っ
ぱ
り
中
止
、

カ
ジ
ノ
も
ス
ト
ッ
プ
、

カ
ジ
ノ
も
ス
ト
ッ
プ
、

税
金
は
暮
ら
し
に

税
金
は
暮
ら
し
に

公正任命求める公正任命求める
労働局交渉労働局交渉

最低賃金審議会・労働者委員最低賃金審議会・労働者委員のの

建
交
労
は
、
３
月
９
日
、

「
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」

で
、「
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

各
地
域
、産
別

各
地
域
、産
別
でで

ス
ト
ラ
イ
キ

ス
ト
ラ
イ
キ
やや
集
会
集
会

私
た
ち
が
納
得
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
専
門
部
会
は
す
べ
て
公

開
す
べ
き
」「
選
ば
れ
な

か
っ
た
理
由
が
『
総
合
的

判
断
』
と
毎
回
同
じ
回

答
。
多
様
な
業
種
か
ら
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
社
会
的
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
局
交
渉
終
了
後
、

労
働
者
委
員
立
候
補
者
出

陣
式
と
し
て
天
満
橋
で
宣

伝
を
行
い
、
労
働
者
委
員

の
立
候
補
予
定
者
が
弁
士

と
し
て
マ
イ
ク
を
握
り
、

労
働
者
委
員
と
し
て
の
決

意
と
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

受
け
各
職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
な
ど
に
と
り
く
み
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
３
月
13
日
の
統

一
行
動
で
は
、
医
労
連
は
、

午
前
中
に
「
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
充
実
を
求
め
る
会
の

対
府
交
渉
」、
午
後
は
「
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
ウ
ェ
ー
ブ

学
習
会
」。
生
協
労
連
は
、

午
前
中
に
「
意
思
統
一
集

会
」
を
行
い
、
低
額
回
答
の

各
理
事
会
へ
の
抗
議
要
請
行

動
。
国
労
大
阪
は
、
早
朝
の

駅
頭
宣
伝
に
つ
づ
き
Ｊ
Ｒ
西

日
本
近
畿
統
括
本
部
前
で
の

抗
議
行
動
、
午
後
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
本
社
前
で
の
抗
議
行

動
。
全
国
一
般
は
、
中
小
企

業
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
近

畿
経
済
産
業
局
と
の
懇
談
。

大
教
組
は
、
午
前
中
に
府
教

委
へ
の
春
闘
要
求
書
提
出
。

大
阪
国
公
は
、
午
前
中
に
国

会
請
願
署
名
の
議
員
確
認
。

３
月
13
日
以
外
の
と
り
く
み

で
は
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
３

月
18
日
に
豊
中
郵
便
局
前
で

ス
ト
ラ
イ
キ
集
会
に
と
り
く

み
ま
し
た
。
専
門
部
で
は
、

大
阪
労
連
民
間
部
会
は
３
月

10
日
、
大
阪
労
連
非
正
規
労

働
者
部
会
は
３
月
20
日
に
そ

れ
ぞ
れ
春
闘
宣
伝
を
実
施
、

大
阪
労
連
女
性
部
は
３
月
13

日
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
く

そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。

動
。
夕
方
に
は

府
内
３
カ
所
で

地
域
労
連
と
共

同
で
春
闘
宣
伝

を
行
い
ま
し

た
。Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

は
、
３
月
６
日

「
第
１
次
統
一

ス
ト
ラ
イ
キ
」、

３
月
13
日
「
第

２
次
統
一
ス
ト

ラ
イ
キ
」
と
位

置
づ
け
、
地
域

か
ら
の
激
励
を
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